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山と海の詩
う た

一
、
大
棟
梁

　
「
木
を
買
わ
ず
に
、
山
を
買
う
」

　

蓋け
だ

し
、
こ
の
箴し

ん
げ
ん言
を
遺の
こ

さ
れ
た
の
は
、
最
後
の
宮
大

工
、昭
和
の
大
棟
梁
・
西
岡
常つ

ね
か
ず一
師
、そ
の
人
で
あ
っ
た
。

　

18
歳
の
時
、
奈
良
薬
師
寺
に
入
り
、
当
時
の
管
長
、

高
田
好
胤
師
に
従
い
、
剃
髪
し
墨
染
の
衣
を
着
て
、
金

堂
復
興
勧
進
の
旅
に
お
供
し
た
。境
内
に
は
、50
年
経
っ

た
今
日
の
燦
然
と
輝
く
鮮
朱
壮
麗
な
大
伽
藍
は
な
く
、

荒
れ
果
て
た
小
さ
き
金
堂
に
國
寶
・
薬
師
如
来
三
尊
像

が
お
わ
し
ま
し
た
。

　

故高田好胤管長と故西岡常一師。毎朝、この金堂に参内して薬師如来
の御前で読経させて頂いた。解体中の旧金堂。伽藍は無かった。
https://ameblo.jp/elephant-dogfight/entry-12583543653.html
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北
面
の
壁
に
は
、
北
面
の
木
を
。
西
面
の
材
は
、
西

面
の
柱
に
。
育
ち
来き

た

っ
た
由
来
に
沿
い
て
、
行
く
末
の

命
も
そ
の
筋
に
重
ね
る
。
捩ね

じ

り
も
曲ま

げ
も
、
流
れ
を
活

か
す
。
無
理
の
な
い
素
性
を
組
成
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
工

人
の
技わ

ざ

、
狂
う
こ
と
の
な
い
棟
梁
の
眼
力
で
あ
っ
た
。

永
ら
え
る
こ
と
は
、
そ
の
素た

ち

に
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
に

他
な
ら
な
か
っ
た
。
元
を
知
っ
て
生
か
す
が
故
に
、
山

全
面
の
材
を
仕
入
れ
し
て
、
適
宜
適
所
に
材
を
組
む
。

人
の
生
か
し
方
も
又
、
等
し
い
。

　

そ
の
全
体
観
、俯
瞰
力
こ
そ
、「
な
つ
さ
と
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
精
神
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

寺
院
建
立
に
は
、
欠
か
す
こ
と
な
き
吉
祥
𠮷
瑞
と

天
佑
神
助
。
そ
の
反
映
な
る
四
神
相
応
図
の
気
脈
、

地ち
り
き力
、
神か

み
み
ち道
の
風
水
も
、
自
然
を
読
み
解
く
伝
承
で
あ

り
、
口
伝
で
あ
り
、
真
髄
で
あ
っ
た
。
ど
う
、
天
意
神

慮
を
ご
招
来
さ
せ
る
か
。

　
「
東

ひ
む
が
しの
野
に
炎

か
ぎ
ろ
ひの
立
つ
見
え
て
か
へ
り
見
す
れ
ば
月

傾か
た
ぶき
ぬ
」（
万
葉
集
巻
一
（
四
十
八
））

　

柿
本
人
麻
呂
の
名
歌
発
祥
の
地
な
る
奈
良
県
宇
陀
の

葛
里
を
訪
ね
、
或
い
は
、

　
「
あ
か
ね
さ
す
紫

む
ら
さ
き

野の

行ゆ

き
標し

め

野の

行ゆ

き
野
守
は
見
ず
や

君
が
袖
振
る
」（
万
葉
集
巻
一
（
二
十
））

　

額
ぬ
か
た
の
お
お
き
み

田
王
が
詠
ん
だ
滋
賀
県
蒲が

も
う生
野の

の
遊

ゆ
う
り
ょ
う猟
地
を
訪
ね
、
或
い
は
、

志
賀
直
哉
の
『
城き

の
崎
に
て
』
の
、

京
の
奥
座
敷
・
城
崎
温
泉
に
泊
ま
り
、

古
謡
名
作
の
旧
跡
を
師
と
巡
っ
た
想

い
出
は
、
心
の
底
に

刻
ん
だ
日
本
探
訪
の

一
里
塚
で
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
金
堂
復
興
に
携
わ
り
、
薬
師
寺
再
建
に
死
力
を

尽
く
さ
れ
た
西
岡
常
一
棟
梁
の
「
堂
を
建
て
ず
、
伽
藍

を
建
て
よ
。
塔
組
は
木
の
く
せ
組
み
、
人
の
心
組
み
」

の
真
精
神
「
山
を
建
て
る
」
は
、
古
今
の
何
事
に
も
通

じ
る
事
業
大
成
の
真
骨
頂
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

1
5
0
0
年
の
風
雪
に
耐
え
た
大
伽
藍
。
な
ぜ
に

倒
転
崩
壊
せ
ず
に
保
っ
た
か
、
不
思
議
で
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
、
一
言
、「
自
然
の
理

こ
と
わ
りに
従
う
」
と
い

う
に
他
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

西岡 常一（にしおか つねかず）
1908（明治 41）年、奈良県生まれ。幼少よ
り祖父である棟梁・常吉により宮大工の手ほ
どきを受ける。尋常高等小学校卒業後、生駒
農学校へ入学し、土壌・肥料・林業など、農
学全般を修学。1928（昭和３）年、営繕大
工として認められ、昭和９年から始まった法
隆寺大修理に携わる。戦争による幾度かの応
召を挟み、金堂・五重塔が完成するまで、祖
父・父と三代続く棟梁として修理に専従。そ
の後、法輪寺三重塔、薬師寺金堂・西塔など
の再建を棟梁として手掛けた。1992（平成４）
年、宮大工として初の文化功労者に選ばれる。
1995（平成７）年４月 11 日、没。享年 86 歳。
飛鳥時代から受け継がれてきた寺院建築の技
術を後世に伝えた功績は大きく、“ 最後の宮
大工 ” とも称される。
写真：https://www.hophouse.co.jp/ishide-
talk/talk-920/

Wikimedia Commons

http://inoues.net/club/ohuda_akiruno.html
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さ
て
、
今
日
、
そ
れ
は
何
で
あ
る
か
。
ど
う
「
な
つ

さ
と
」
に
生
か
せ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

二
、
森
は
海
の
恋
人

　

3
・
11
の
東
日
本
大
震
災
後
、
漁
場
漁
港
が
見
る
も

無
残
な
る
形
骸
を
遺
し
た
。

　

復
興
す
る
も
、
如
何
と
も
術す

べ

な
き
と
こ
ろ
を
、
誰
も

が
海
の
、
港
の
、
漁
船
の
再
建
に
、
ま
ず
は
着
手
す
る

だ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
れ
も
誰
も
が
着
想
し
え
な
い
処
か

ら
手
始
め
と
し
た
人
。

　

そ
れ
が
「
森
は
、
海
の
恋
人
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

森
林
養
生
の
川
上
の
第
一
歩
か
ら
始
め
た
海
の
男
、
畠

山
重
篤
氏
だ
。
リ
ア
ス
式
海
岸
、
宮
城
の
カ
キ
養
殖
家

で
あ
る
。　
　

　

ダ
ム
の
止
水
、
垂

れ
流
す
工
場
家
庭
の

汚
染
水
。
当
然
、
海
水
は
ヘ
ド
ロ
で
濁
り
、
毒
素
の
海

と
化
す
。
海
の
化
身
な
る
カ
キ
に
は
耐
え
難
い
。
そ
の

河
口
の
汽
水
は
、源
流
を
清
め
養
う
以
外
に
な
か
っ
た
。

水
の
浄
化
と
富
養
は
、
木
々
が
生
え
る
森
で
あ
り
、
山

を
豊
か
に
す
る
道
だ
っ
た
。

　

ま
さ
に
、
海
と
森
、
山
と
海
は
恋
人
同
士
で
一
心
同

体
。
海
の
元
、
山
を
浄
め
、
豊
か
に
す
る
樹
木
養
生
を

漁
師
の
仕
事
の
核
心
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
。

三
、
山
こ
そ
イ
ノ
チ

　

何
事
に
も
、
根ね
も
と本
が
あ
る
。

　

鮭
は
、
回
遊
し
て
ど
こ
に
帰
る
か
。
そ
れ
は
、
海
で

な
く
、
山
。
そ
れ
も
山
の
上
だ
っ
た
。

　

何
万
里
の
波は

と
う濤

の
旅
を
終
え
、
そ

の
終つ

い

の
棲す
み
か家
、
川

上
へ
遡の

ぼ

り
、
産う

ぶ
す
な土

に
帰
る
。
そ
こ

で
、
最
期
の
死
力

を
尽
く
し
て
産
卵

し
、
子
孫
を
遺
し
、

ホ
ッ
チ
ャ
レ
の
白

い
死
骸
を
、
川
神

に
手
向
け
る
。
熊

や
禽
獣
が
そ
れ
を

喰
い
尽
く
し
て
、

山
に
糞
尿
で
返
す
。
正
に
、
鮭
は
、
山
で
蘇
っ
た
の
だ
。

そ
し
て
、
雨
が
降
り
、
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
の
沁
み
た
水

流
を
川
上
か
ら
、
田
畑
に
運
び
、
下
流
へ
と
押
し
流
し
、

再
び
と
海
に
拡
散
し
、
天
に
舞
い
上
る
。

　
「
山
と
海
は
恋
人
」
と
言
う
な
ら
、「
山
と
農
地
は
親

子
」
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

　

健
全
な
農
地
に
は
、
健
全
な
山
が
要
る
。
健
全
な
山

に
は
、
健
全
な
管
理
が
要
る
。

　

そ
れ
は
、
山
も
地
も
海
も
一
体
な
の
だ
。

　

海
を
豊
か
に
せ
ん
と
す
れ
ば
、
豊
か
な
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
が
要
る
。
そ
こ
に
は
、
豊
か
な
栄
養
源
が
要
る
。
そ

こ
に
は
豊
か
な
水
、
豊
か
な
土
、
豊
か
な
木
々
が
要
る
、

そ
し
て
、
山
が
。

　

山
が
元
だ
っ
た
。

四
、
山
を
買
お
う
。
木
を
植
え
よ
う

　

海
溝
に
張
り
付
く
海
藻
と
山
頂
に
巣
食
う
野
草
の
成

分
は
、
健
康
維
持
の
脂
肪
酸

α
‐
リ
ノ
レ
ン
酸
が
多
く
、

主
要
素
が
一
致
す
る
。夏
場
、

山
に
登
り
高
山
植
物
を
食は

ん

で
放
牧
す
る
ア
ル
ペ
ン
チ
ー

ズ
に
は
、
大
量
の
海
の
ミ
ネ

ラ
ル
と
脂
質
が
含
有
さ
れ
て

い
る
。

https://www.winereport.jp/

Christian B.Pixabay
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山
を
生
か
す
こ
と
は
海
を
生
か
し
、
海
を
活
か
す
こ

と
は
山
を
活
か
し
、
野
を
活
か
す
こ
と
だ
。

　

こ
こ
に
ヒ
ン
ト
が
あ
る
。

　

山
を
買
い
、
間
伐
し
、
伐

採
し
、植
林
し
、山
を
育
て
る
。

　

風
が
通
り
、
日
が
差
し
、

雨
が
届
き
、
微
生
物
が
育
ち
、

禽
獣
が
育
ち
、
本
木
が
育
つ
。

　

今
、
日
本
の
山
林
は
荒
れ
放
題
の
野
放
し
。
山
は
細

り
、
植
生
が
乱
れ
、
半
ば
死
し
た
る
が
如
し
。
そ
れ
に

連
な
る
田
も
畑
も
、
痩
せ
る
ば
か
り
だ
。

　

そ
れ
は
、
み
な
工
業
に
商
業
に
目
を
向
け
、
地
味
な

林
業
に
留
ま
る
人
が
い
な
く
な
っ
た
戦
後
が
あ
っ
た
。

都
会
へ
の
流
出
は
、
山
野
の
流
亡
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
今
日
本
は
崩
壊
の
絶
壁
に
立
た
さ
れ
、
国

の
危
う
き
を
迎
え
た
。

　

遅
く
は
な
い
。
今
こ
そ
、
背
に
し
た
山
や
野
に
、
真

正
面
か
ら
向
き
合
う
べ
き
時
が
来
た
の
だ
。

　

里
山
と
は
、
山
あ
っ
て
の
里
だ
。

　

そ
の
山
を
忘
れ
て
は
い
ま
い
か
。

　

地
脈
、
水
脈
の
山
を
忘
れ
て
の
農
は
な
く
、
漁
業
は

な
か
っ
た
。

　

水
源
は
ど
こ

か
ら
湧
き
、
鉱
源

は
ど
こ
か
ら
走

り
、
こ
こ
に
至
っ

て
い
る
か
。

　

根
本
を
知
る

と
は
、
根
源
を
訪

ね
る
と
は
、
そ

こ
に
帰
る
こ
と

だ
っ
た
。

五
、
縄
文
の
営
み
を
、
山
畑
に

　

日
本
の
原
型
は
、
古
代
縄
文
に
遡
る
。

　

渡
来
人
に
よ
る
専
制
国
家
が
築
か
れ
る
前
の
無
政
府

社
会
。

　

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
東
の

果
て
の
島
に
は
、
南
か
ら
北

か
ら
西
か
ら
、
数
多
く
の
渡

来
人
・
帰
化
人
が
渡
り
棲
ん

だ
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
諍い

さ
か
い
は
些い

さ
さ
か
も

無
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
痕

跡
が
見
つ
か
ら
な
い
の
だ
。

今
日
の
日
本
人
の
鷹お

う
よ
う揚
さ
、

優
し
さ
、
潔
さ
は
、
そ
ん
な

す
べ
て
を
受
け

入
れ
る
魂
の
柔

軟
性
を
育
ん
で

来
た
。

　

そ
れ
は
、
稲
作
以
前
の
営
み
が
育
ん
だ

も
の
だ
。
水
利
権
や
貯
蔵
の
争
い
、
そ
の

火
種
が
な
い
農
業
発
生
以
前
の
時
代
の
無

所
有
、
無
所
得
の
為
せ
る
無
私
の
業わ

ざ

だ
っ

た
。

　

そ
れ
は
、
天
の
恵
み
の
み
で
仲
良
く
暮

ら
す
、
共
生
共
有
の
知
恵
で
も
あ
っ
た
。

三内丸山遺跡　約 4200 年前の栗の木https://www2.nhk.or.jp/school/
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農
業
革
命
は
自
我
の

発
現
で
あ
り
、
農
作
物

で
自
意
識
と
所
有
の
概

念
が
入
り
込
ん
で
、
心

が
濁
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
れ
以
前
は
、
栗
な

ど
の
主
食
を
、
容
易
に

手
に
入
れ
ら
れ
、
栽
培

以
前
の
採
取
生
活
が
平

和
の
原
理
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
を
、
少
し
で
も
取
り
込
め
な
い
だ
ろ
う
か
。
農

作
業
の
重
労
働
を
些い

さ
さ
か
な
り
と
も
軽
減
し
て
、
天
与
に

任
す
時
間
と
心
の
ゆ
と
り
も
欲
し
い
。

　

そ
れ
が
、
山
に
帰
る
こ
と
。

　

山
に
木
を
植
え
る
こ
と
。

　

栗
で
も
団ど

ん

栗ぐ
り

で
も
植
え
て
、
保
存
食
を
増
や
す
こ
と

だ
。

　

家
と
も
な
る
木
々
、
食
と
も
な
る
果
実
。
そ
れ
だ
け

で
も
、
ど
れ
ほ
ど
豊
か
な
恵
み
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

心
に
余
裕
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。
動
物
も
人
家
に
降
り

ず
と
も
、
安
ら
か
に
暮
ら
せ
て
子
育
て
す
る
だ
ろ
う
。

　

耕
作
し
な
い
、
農
薬
も
、
肥
料
も
要
ら
な
い
山
と
い

う
名
の
、
畑
で
な
い
畑
に
し
よ
う
。

　

そ
ん
な
畑は

た
や
ま山
、
山や

ま
ば
た畑
が
日
本
中
に
満
ち
溢
れ
た
ら
、

ど
ん
な
に
か
豊
か
な
日
本
の
秋
を
迎
え
ら
れ
る
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
が
、
里
山
の
優
し
さ
、
日
本
人
の
情

こ
こ
ろ
だ
ろ
う
。

六
、
狩
猟
採
集
へ
の
郷
愁

　

今
の
若
者
に
は
知
る
由よ
し

も
な
い
が
、
戦
後
す
ぐ
生
ま

れ
た
者
に
と
っ
て
、
鯨
肉
は
唯
一
の
蛋
白
源
だ
っ
た
。

家
の
食
卓
、
学
校
の
給
食
に
、
何
時
も
い
つ
も
出
た
。

そ
れ
が
、
旨
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
し
か
な
か
っ

た
。
鯨
肉
が
、
戦
後
の
食
糧
難
を
支
え
て
来
た
の
だ
。

悠
々
と
大
海
を
泳
ぐ
鯨
。
そ
れ
は
、
家
畜
の
抗
生
物
質

や
農
薬
飼
料
や
密

飼
重ス

ト
レ
ス圧
も
心
配
の

な
い
天
然
野
生
、

健
康
健
全
の
食
源

だ
っ
た
。
飼
う
た

め
の
労
働
や
時
間

や
費
用
も
全
く
な

い
天
恵
神
与
の
頂

き
物
だ
っ
た
。
た

だ
、
南
氷
洋
に
出
か
け
さ
え
す
れ
ば
よ
か
っ
た
。

　

そ
れ
以
前
は
、
勇い

さ

魚な

（
ク
ジ
ラ
）
獲と

り
、
捕
鯨
は
近

海
で
行
わ
れ
、
一
骨
一
筋
も
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
使

い
切
り
、
そ
し
て
一
頭
一
頭
、
戒
名
を
付
け
て
懇
ろ
に

弔
い
、
あ
の
世
に
手た

む向
け
て
い
た
歴
史
が
あ
る
。
そ
れ

が
日
本
人
の
食
へ
の
畏
敬
の
精
神
な
の
だ
。

　

何
も
せ
ず
し
て
頂
け
る
。
そ
れ
が
、
有
難
い
。
病
気

の
憂
い
も
、
飼
料
穀
物
の
輸
入
の
心
配
も
な
い
。

山口県青海島通「クジラ墓」

https://greensnap.jp/post/11456987
http://www.alles.or.jp/~fujimi/idojiri.html
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だ
が
、
捕
鯨
船
へ
の
シ
ー
シ
ェ
パ
ー
ド
の
執
拗
な
追

跡
と
攻
撃
。

　

誰
か
、
こ
の
裏
を
知
ろ
う
か
。
正
に
、
今
言
う
「
闇

の
政
府
・
D

デ
ィ
ー
プ
ス
テ
ー
ト
S
」。
牛
肉
の
生
産
国
、
米
国
や
豪
州
が

日
本
へ
牛
肉
を
売
り
つ
け
ん
が
為
に
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ー

ス
に
活
動
資
金
を
回
し
、
反
捕
鯨
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

日
本
を
糾
弾
し
て
い
る
実
体
。
米
国
は
、
ア
メ
リ
カ
・

ア
ラ
ス
カ
の
マ
カ
族
な
ど
の
先
住
民
捕
鯨
に
は
目
を
瞑つ

む

り
、
利
害
の
あ
る
日
本
は
徹
底
的
に
叩
く
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
。
哺
乳
類
の
殺
傷
を
残
酷
と
い
う
な
ら
ば
、
同
じ
牛

肉
を
自
ら
造
り
、
自
ら
食
す
べ
か
ら
ず
、
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
根
源
は
、
何
処
か
ら
来
て
い
る
か
、
正
に
、
人

種
差
別
な
の
だ
。

　

N
P
O
「
ク
ジ
ラ
食
文
化
を
守
る
会
」
理
事
長
の
小

泉
武
夫
東
京
農
大
名
誉
教
授
や
環
境
保
全
活
動
家
の

C
・
W
・
ニ
コ
ル
氏
は
、
著
書
に
も
講
話
に
も
、
最
後

こ
の
結
論
で
終
わ
る
。
あ
の
大
東
亜
戦
争
の
二
度
の
原

爆
投
下
、
各
地
へ
の
無
差
別
焼
夷
弾
投
下
、
70
万
人
の

無む

こ辜
の
市
民
の
命
が
奪
わ
れ
た
。
何
故
、
こ
の
非
道
が

問
わ
れ
な
い
の
か
。
何
故
、国
際
法
違
反
で
な
い
の
か
。

戦
争
犯
罪
で
な
い
の
か
。
何
故
、
同
じ
敗
戦
国
ド
イ
ツ

に
は
、
同
じ
兵
器
を
用
い
な
か
っ
た
か
。
そ
れ
は
、
黄

色
人
種
へ
の
決
定
的
な
侮ぶ

べ
つ蔑
、人
種
差
別
だ
っ
た
の
だ
。

　

そ
れ
が
、
戦
後
G
H
Q
の
言
わ
れ
る
ま
ま
に
、
今

日
77
年
も
の
長
い
間
、
奴
隷
の
よ
う
に
隷
属
し
て
来
た

構
図
が
同
じ
な
の
だ
。「
日
本
は
独
立
し
て
い
な
い
」

今
な
お
、
植
民
地
だ
っ
た
の
だ
。

　

捕
鯨
は
、
海
国
日
本
、
海
洋
民
族
と
し
て
何
千
年
も

の
長
い
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
た
生
活
ス
タ
イ
ル
、
食
文

化
・
伝
統
食
だ
っ
た
。
そ
れ
が
、
世
界
政
府
の
言
う
食

の
多
様
性
で
は
な
い
か
。

八木 景子さんは、日本の映画監督。2015 年
に『ビハインド・ザ・コーヴ 〜捕鯨問題の
謎に迫る〜』を製作し監督デビューし、同作
品は 2018 年 2 月 17 日に反捕鯨国の英国ロ
ンドンで開催されたロンドン・フィルムメー
カー国際映画祭で長編ドキュメンタリーベス
ト監督賞を受賞した。写真：https://times.
abema.tv/

http://www.cwnicol.com/

https://gendai.ismedia.jp/

https://www.bbc.com

https://www.afpbb.com
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一
方
、
大
地
で
、
何
の
手
を
施
さ
な
く
て
も
捕
獲
で

き
る
野
生
動
物
の
鹿
は
、
天
与
の
蛋
白
源
だ
っ
た
。

　

今
、
エ
ゾ
鹿
の
異
常
繁
殖
と
農
産
物
被
害
は
、
年
々

増
大
し
て
畑
が
荒
ら
さ
れ
、
適
宜
な
駆
逐
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

グ
ル
メ
な
高
級
食
材
ジ
ビ
エ
も
い
い
が
、
何
処
の
食

卓
に
も
上
る
普
段
の
食

肉
で
あ
り
た
い
。

　

札
幌
盤
渓
の
開
拓

者
、我
満
嘉
明
氏
に
よ
っ

て
振
舞
わ
れ
た
塩
味
だ

け
の
炭
焼
き
鹿
肉
ロ
ー

ス
ト
の
得
も
言
わ
れ
な

い
旨
さ
は
格
別
だ
っ
た
。

ど
の
肉
質
よ
り
、
比
べ

ら
れ
よ
う
も
な
い
感
動

で
あ
っ
た
。

　

何
よ
り
も
、
こ
れ
以

上
健
康
で
安
心
安
全
な

蛋
白
質
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

家
畜
の
た
め
の
散
々
な
苦
労
や
経
費
。
そ
の
軽
減
の

た
め
に
も
、
狩
猟
技
術
の
伝
承
や
処
理
加
工
施
設
も
、

町
村
活
性
に
は
、
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

野
獣
の
里
、
山
々
と
の
暮
ら
し
は
、
人
間
性
本
来
を

取
り
戻
す
、
幸
福
な
生
活
を
蘇
ら
す
最
後
の
場
所
作
り

と
な
る
に
違
い
な
い
。

　

仁
木
で
は
、
先
人
に
学
び
な
が
ら
、
既
に
狩
猟
伝
承

活
動
が
始
ま
っ
て
い
る
。

七
、
野
放
し
の
山
を
、
我
々
の
手
に

取
り
戻
そ
う

　
「
國
破
れ
て
、
山
河
無
し
」
に
、
な
ら
ん
と
す
今
。

外
資
の
異
国
、
そ
の
魔
の
手
に
委
ね
て
は
、
国
も
基

も
と
い
を

失
う
に
等
し
い
。

　

北
海
道
の
水
源
地
を
含
む
森
林
買
収
が
2
3
3
カ

所
、
3
0
8
5
h
a
（
2
0
2
0
／
12
現
在
）
が
、

既
に
外そ

と

つ
国
の
掌
中
に
納
ま
っ
て
い
る
と
は
。
元
を
抑

え
ら
れ
れ
ば
、
万
事
休
す
な
の
だ
。

　

こ
の
仁
木
余
市
を
流
れ
る
余
市
川
の
水
源
地
・
キ
ロ

ロ
が
、野
放
し
の
ま
ま
中
国
資
本
の
手
の
内
に
渡
っ
た
。

水
源
は
イ
ノ
チ
の
源
で
あ
る
。
こ
の
日
本
の
川
、
愛
す

る
町
の
河
が
、
ど
う
し
て
売
ら
れ
、
買
わ
れ
て
し
ま
う

の
か
。
国
政
を
預
か
る
者
た
ち
よ
、
こ
の
慣
例
を
ど
う

し
て
放
置
す
る
の
か
。
ど
う
し
て
禁
止
法
令
を
制
定
出

来
な
い
の
か
。
今
こ
そ
逸
早
く
、
国
が
、
国
民
が
阻
止

http://yezodeer.org/

https://www.asahi.com/eco/news
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で
き
る
権
利
を
、
与

う
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

幸
い
に
、
山
林
原

野
、耕
作
放
棄
地
は
、

就
農
者
で
な
く
て
も

素
人
で
も
一
般
人
で

も
、
取
得
で
き
る
。

し
か
も
、
農
地
に
比

し
て
格
安
で
取
得
出

来
得
る
。

　

人
や
國
の
も
の
は

関
心
が
持
て
な
い

が
、自
分
の
も
の
は
、

大
切
に
す
る
。ま
ず
、

我
が
山
を
持
と
う
。

我
が
森
を
守
ろ
う
。

　

し
か
し
、
徒

い
た
ず
らに
樹

を
薙な

ぎ
倒
し
、
果
樹

や
野
菜
畑
を
造
成
せ

ず
、
ま
ず
は
山
を
整

備
し
よ
う
。

　

木
を
植
え
、
木
を
育
て
、
木
を
伐
り
、
一
巡
さ
せ
る

道
筋
を
造
っ
て
、
子
孫
に
引
き
渡
そ
う
。

　

す
べ
て
は
、
そ
こ
か
ら
始
ま
る
。

道林野庁発表　2020 年 12 月現在　海外資本による森林取得状況

八
、
資
源
国
家
、
日
本

　

火
山
国
家
日
本
は
、
山
岳
国
家
で
も
あ
り
、
樹
木
国

家
で
も
あ
る
。

　

森
林
面
積
が
約
2
5
0
0
万
ha
、
何
と
、
フ
ィ
ン

https://www.nishinippon.co.jp

https://www.youtube.com/
watch?v=sG3X9VuvigA&ab_channel=BS-TBS

https://www.atpress.ne.jp/



9 続々〃 倭詩 その十三

ラ
ン
ド
に
次
ぐ
世
界
第
二
の
林
業
大
国
な
の
だ
。
国
土

の
67
％
、
3
分
の
2
が
森
林
に
覆
わ
れ
、
し
か
も
半
数

が
天
然
林
。
そ
の
内
、
北
海
道
が
5
5
4
万
ha
で
国

内
第
一
位
。
森
林
の
機
能
と
評
価
額
で
70
兆
円
、
年
々

体
積
量
が
増
え
続
け
、
毎
年
約
1
億
㎥
も
増
大
し
、
10

年
前
で
約
50
億
㎥
、50
年
間
で
ほ
ぼ
2.5
倍
の
成
長
率
だ
。

　

だ
が
、
輸
入
自
由
化
と
変
動
為
替
で
安
い
外
国
材
に

押
さ
れ
て
、
国
産
材
は
伐
採
さ
れ
ず
、
荒
れ
る
に
任
せ

た
。

　

林
業
人
口
は
わ
ず
か
6
万
人
。

農
業
同
様
、
老
齢
化
、
後
継
者
不

足
で
尻し

り
つ
ぼ莟
み
現
象
だ
。
放
置
荒
廃

森
林
は
、
植
物
の
成
長
を
妨
げ
、

土
砂
崩
れ
の
主
原
因
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

石
油
や
鉱
物
資
源
の
よ
う
に
、
一
旦
掘
り
尽
く
せ
ば

枯
渇
す
る
こ
と
な
く
、
循
環
し
て
子
々
孫
々
に
、
資
源

が
受
け
継
が
れ
る
の
だ
。
同
じ
森
林
面
積
で
、
肥
大
す

る
木
材
は
、
実
は
打
ち
出
の
小こ

づ
ち槌
、
宝
の
山
。
正
に
有

形
の
財
産
に
し
て
、
無
形
の
金
塊
で
も
あ
る
。
林
業
の

栄
え
な
く
し
て
農
業
・
漁
業
の
栄
え
な
し
。

　

何
が
、
今
盲
点
か
。
す
ぐ
に
目
に
見
え
る
利
潤
を
追

う
こ
と
を
止
め
る
。
じ
っ
く
り
時
の
来
る
を
待
っ
て
、

後
々
の
繁
栄
を
待
つ
。
今
、そ
の
国
家
の
大
計
が
必
要
。

遠
き
を
見
つ
め
る
目
線
が
必
要
な
の
だ
。
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こ
れ
か
ら
は
、「
自
伐
型
林

業
」。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

採
算
性
と
環
境
保
全
を
高
次

元
で
両
立
さ
せ
る
持
続
的
森
林

経
営
だ
。
農
業
や
半
農
半
X
、

異
業
種
と
の
兼
業
も
可
能
。
畑

と
地
続
き
の
山
を
活
用
す
れ
ば
、

参
入
障
壁
が
低
く
、「
地
方
創
生

の
鍵
」
と
も
な
る
。
や
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
こ
の
杣そ

ま
び
と人
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
が
、
全
国
各
地
に
、
今
広
が
っ
て
い
る
。

九
、
島
国
日
本
で
は
な
い

　
「
国
土
は
狭
い
。
日
本
は
貧
し
い
」

　

そ
う
教
え
ら
れ
て
来
た
。
果
た
し
て
、
そ
う

だ
ろ
う
か
。

　

魚
の
宝
庫
、
無
数
に
点
在
す
る
島と

う
し
ょ嶼
。
そ
の

入
り
組
ん
だ
海
岸
線
は
、
約
3
万
5
千
㎞
。
地

球
一
周
の
9
割
。
南
北
は
、
北
欧
・
オ
ラ
ン
ダ

か
ら
、
地
中
海
・
ス

ペ
イ
ン
に
ま
で
及
ぶ

距
離
。
車
で
60
時
間

を
要
す
。
国
土
面
積

約
3
8
0
0
h
a

で
、
そ
の
20
倍
も
あ

る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
匹
敵
し
て
い
る
の

だ
。
何
と
、
ア
メ
リ

カ
海
岸
線
の
2
倍
は

あ
り
、
は
る
か
に
隣

中
国
さ
え
も
超
え
る
驚
く
べ
き
大
国
だ
っ
た
の
だ
。

　

勿
論
、
漁
獲
高
は
、
世
界
一
を
誇
る
。

　

日
本
の
領
土
面
積
は
、
約
38
万
㎢
。
世
界
60
位
に
位

置
し
、
領
海
お
よ
び
2
0
0
海
里
E
E
Z
（
＊
排
他

的
経
済
水
域
）
の
総
面
積
は
世
界
６
位
と
な
る
。
こ

れ
が
、
国
土
の
12
倍
も
あ
る
。
水
域
面
積
は
広
大
で
、

領
海
（
内
水
を
含
む
）
と
E
E
Z
を
合
わ
せ
て
約

4
4
7
万
㎢
で
、
世
界
第
９
位
。
海
溝
ま
で
の
体
積

換
算
で
は
、
何
と
世
界
4
位
な
の
だ
。

　

最
南
端
、
小
笠
原
諸
島
・
南
鳥
島
沖
で
、
大
量
の

超
希
少
鉱
物
ス
カ
ン
ジ
ウ
ム
を
発
見
。
世
界
需
要
の

9
9
0
0
年
分
に
し
て
81
兆
円
分
の
レ
ア
メ
タ
ル
・

レ
ア
ア
ー
ス
の
宝
庫
が
眠
っ
て
い
る
。
正
に
、
世
紀
の

大
発
見
、
世
界
の
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
！

https://itakuratetsuo.com/blog/

https://kikawa.exblog.jp/23727904/

https://speakerdeck.com/
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日
本
に
は
、
資
源
が
な
い
訳
で
は
な
い
。

　

む
し
ろ
手
に
余
る
ほ
ど
盛
り
沢
山
に
在
る
の
だ
。

　

1
9
6
8
年
、
国
連
・
ア
ジ
ア
極
東
経
済
委
員
会

（
E
C
A
F
E
）
の
協
力
で
東
シ
ナ
海
で
海
底
調
査
が

行
わ
れ
、
尖
閣
諸
島
沖
に
1
0
9
5
億
バ
レ
ル
の
原

油
埋
蔵
量
が
あ
る
こ
と
を
発
表
。
こ
れ
は
、
イ
ラ
ク

（
1
1
5
0
億
バ
レ
ル
）
や
ク
ェ
ー
ト
（
1
0
4
0
億

バ
レ
ル
）
に
匹
敵
す
る
埋
蔵
量
で
、
何
と
世
界
2
位
の

石
油
大
国
と
評
価
さ
れ
た
。
信
じ
難
い
。
金
額
換
算
で

は
約
27
兆
円
に
な
る
。
そ
の
他
、
天
然
ガ
ス
、
希
少
の

金
属
鉱
物
、熱
水
鉱
床
な
ど
な
ど
夢
の
宝
庫
が
連
な
る
。

　

中
国
の
執
拗
な
追
手
は
、
そ
れ
を
知
っ
て
の
上
の
領

南鳥島沖に埋蔵されている希少鉱物、
スカンジウム。

https://news.nicovideo.jp/watch/nw3896214

http://garden.accueil.ne.jp/11.png
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海
侵
犯
、
侵
略
計
画
な
の

だ
。

＊
【
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連

合
条
約
に
基
づ
い
て
設
定
さ
れ

る
、
天
然
資
源
及
び
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
関
す
る
「
主
権
的
権

利
」、
並
び
に
人
工
島
・
施
設

の
設
置
、
環
境
保
護
・
保
全
、

海
洋
科
学
調
査
に
関
す
る
「
管

轄
権
」
が
及
ぶ
水
域
の
こ
と
】

十
、
自
信
を
持
と

う
、
我
が
国
に

　

豊
か
な
水
。
豊
か
な
緑
。

豊
か
な
海
。
豊
か
な
空
。

　

そ
れ
を
取
り
戻
す
に
は
、
人
さ
え
い
れ
ば
良
い
。

　

す
べ
て
が
揃
っ
て
い
る
日
本
。
無
い
の
は
人
。

　

志
あ
る
若
者
よ
、
蹶た

ち
上
が
れ
。

　

狭
い
都
会
暮
ら
し
を
離
れ
、
広
々
と
し
た
空
間
と
時

間
を
田
舎
で
、
海
洋
で
取
り
戻
す
べ
し
。

　

心
を
蝕
ん
で
来
た
縦
割
り
社
会
構
造
を
壊
し
、
横
一

線
の
村
社
会
に
作
り
替
え
よ
う
。

　

何
が
な
く
て
も
、
仲
間
が

居
り
、
自
然
が
あ
り
、
家
族

が
あ
り
、
食
が
あ
り
、
水
が

あ
り
、
動
植
物
が
あ
る
。

こ
れ
以
上
、
何
が
要
ろ
う
。

こ
れ
以
上
、何
を
求
め
よ
う
。

今
を
満
足
し
、
今
を
生
き
、

今
に
死
す
。

　

全ぜ
ん
せ
い生
。

　

全
ま
っ
た
き
に
生
き
る
。

　

今
を
生
き
切
る
。

　

そ
ん
な
人
生
を
、
み
ん
な

と
共
に
生
き
よ
う
。

　
「
懐
か
し
き
未さ

と来
」、「
な

つ
さ
と
」
は
、
そ
ん
な
村
々

だ
。

　
「
な
つ
さ
と
」
が
世
界
に
、

散
ら
ば
っ
て
繋
が
っ
て
行
く
。

　

そ
れ
が
、
真
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
。

　
「
小
國
寡
民
」
が
「
大
國
多
民
」
に
な
っ
て
は
い
け

な
い
。

　

一
国
主
義
で
も
、
大
国
主
義
で
も
い
け
な
い
。

　

一
国
集
中
で
も
、
大
国
集
中
で
も
い
け
な
い
。

　

あ
く
ま
で
も
「
小
國
寡
民
」
が
自
主
独
立
し
な
が
ら
、

　

小
さ
く
連
携
し
な
が
ら
輝
く
。

　

広
い
連
帯
共
生
と
は
、
し
っ
か
り
し
た
自
主
独
立
の

自
立
が
も
た
ら
す
も
の
。

　

あ
の
よ
う
に

山
が
呼
ん
で
い
る

海
が
招
い
て
い
る

さ
あ
、
み
ん
な
で

山
に
帰
ろ
う

海
に
帰
ろ
う


